


富士山の近代化と変遷

14 ～ 16 世紀 18 世紀～ 19 世紀後半 1960 年代～ 2013 年 現在

現在の登山道の原型が形成され、

登山のための設備が整い始める。

富士山の信仰登山 （富士講）

の全盛期となる。

明治時代の神仏分離令布告により、

富士山内の仏像・仏具が強制下山。

富士スバルラインをはじめとした

車道が整備される。 これを機に

富士山の観光地化 ・ 開発が進み

登山客 ・ 観光客が増加する。

富士山が世界文化遺産に

登録される。

ゴミの不法投棄などをはじめと

する環境問題が深刻化する。

国内外から多くの人が観光や登山

に訪れる。 観光地として開発され

ていく一方で、 人の手がつかなく

なり荒廃する過去の産物が存在。

01　設計背景 ・主旨
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　富士山は、 日本人のこころの山と言われている。

　古来から多くの日本人が思いをはせ、

日本人の精神の根底にある自然観や文化観が反映されてきた。

また信仰の対象とされ、 登拝が行われてきた長い歴史がある。

　時代によって日本人と富士山の関係性は変化している。

現在の日本人には、 報道等の社会的なものによって形作られた、

あるイメージを共有している。

　日本人と富士山
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02 　　富士登山の現状

　戦後以降、 交通網の発達によって富士山の中腹までのアクセスが容易になると、

富士山の観光地化が進み、 富士登山が大衆化 ・ レジャー化される。

　富士登山がより多くの日本人にとって身近なものになる一方で、

時代の流れとともに失われたものや、 見過ごされている風景が存在していることに気づく。

現在の富士登山者が

目を向けることがなかった、

新しい視点を与える。

新しい視点は、 失われて見過ごされている

富士山の内在的な要素を感じるための装置により体得される。

わたしはその内在的な要素を内的情景とよぶ。

新しい視点から、 富士山の内的情景をうつしだすことによって、

登山者のこころにそれぞれの新たな富士山像を

上書きしてうつしだすことを試みる。

舗装された単調な道をただ登る

今年の夏、 富士山に登った。 整備され統一化された単調な道は、

山頂を目指す登山者の目的と安全を最適化しているが、

同時に富士山の微細な自然環境や、 過去の痕跡等の内在的な要素から

登山者の目を遮っているようだ。

多くの登山者の主題は登頂経験であり、 登頂しても富士山との距離感を感じる。

　私はどこか、 今の富士登山に、 ある違和感を感じた。

登山者の視点はいつも足元にある

富士山の文化を通り過ぎていく 山頂に近づくと混雑する登山道



02　計画敷地 ・分析

factor01

factor02

factor03

factor04

factor05

factor06

現在の富士山において

時代の流れとともに風化し、 失われた大地や構造物、

すなわち人の手がつかなくなり廃墟となった建物や、

山頂を目指すのみの富士登山において、見

過ごされている大地６カ所を選定する。

01 　計画敷地

02 　敷地分析

それぞれの場所でみられる内的情景を描き出す。

内的情景とは、 登頂が主題になっている現在の富士登山において

見過ごされている富士山の自然や文化、

富士山に対する日本人の思いの根源となるものである。

標高差によって自然環境が大きく変化する富士山では、

それぞれの場所において多様で異なる要素が存在する。

富士山はこうした様々な小さな要素の集合体なのである。

内的情景三十六

配置図



03　設計手法

06　建築形態と素材

　富士山には山小屋の他、 導流提等のインフラや神社 ・ 祠など様々な構造物が存在する。 これらの建築は富士山の

厳しい自然環境の中で形成された独自の形態を持つ。 これらの建築の構造 ・ 素材などのリサーチを行い、 本提案での

６つの建築に落とし込んでいくことによって、 富士山という特異な自然環境の中で存在しうる建築形態を決定していく。

富士山における構造物の素材 ・ 構造などのリサーチを基に、 ６つの建築形態を決定する。

factor01 聴森社における内的情景との方向関係ダイアグラム

山麓の豊かな自然

山麓部に生息する動物

木々を通り抜ける風

荒廃し、自然へと還る神社

浅間信仰

山道の信仰遺跡

Phase01

内的要素と登山道の２つのベクトル

Phase03

自然と人の合間を繋ぎ合わせる建築

Phase02

山頂を目指す一般ベクトル 新しい視点を生み出すベクトル

新たなベクトルに沿って立ち上がる建築

下ベクトル 逆ベクトル

水平ベクトル 横ベクトル

内外ベクトル 上ベクトル

　そこで山頂を目指す一般的なベクトルに対して新しいベ

クトルを挿入し、そのベクトルに沿って建築を立ち上げて

いく。新しいベクトルは、描き出した内的情景が映し出さ

れる方向に向き、現在の登山者が見ることがない新たな視点

を生み出す。

　描かれた内的情景は、富士山における自然の要素そのも

のや、自然によって発生する日本人の思いの集積である。

建築を自然と人の間に存在し、双方をつなぐものとして定

義し、風、光、土、水などの自然要素を建築に組み込むこと

で内的情景をうつしだす。

　描き出したそれぞれの内的情景の位置と方向関係を、登

山道に記述していく。ここで、それぞれの内的情景に向か

うベクトルが、 富士登山では一般的な山頂へと向かうベクトル

とは異なる方向に延びていることに気づく。

01 　形態操作

02 　富士山の構造物の分析と素材の検討

富士山でみられる構造物

富士山における構造物の素材の研究 （一部）



























日本人にとって富士山とは何か。

富士山の内的情景をうつしだすことで

日本人のこころに、

それぞれの富士山の情景がうつしだされる。

こうして内的情景に別の意味が付加され、

日本人にとって

豊かな富士山の像が形成されていく。


